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ただ今ご紹介に預かりました呉座です。この度は山名会講演会でお話しさせていただく

ということで、大変に光栄に思っております。本日は「山名宗全の虚像と実像」という演

題で応仁の乱と山名宗全の関りについてお話したいと思います。 

山名宗全のイメージ 

さて、山名一族と言いますと、一般的に一番有名な

のは山名宗全だと思います。山名宗全というのは皆様

ご存じのように、応仁の乱。応仁の乱は東軍と西軍に

分かれて戦ったのですが、東軍の総大将が細川勝元、

西軍の総大将が山名宗全ということになります。宗全

は本日の会場があるこの西陣辺りに陣を構えて戦った

ということになります。 

そんな山名宗全ですが、実は宗全が活躍していた室

町時代やその後の戦国時代のもので宗全を描いた肖像

画というのは残っておらず、江戸時代以降の物しか残

っていません。 

では、実際にどんな物が残っているかと言いますと、

これは『山名宗全細川勝元確執の図』（図１）という錦

絵で、そこに山名宗全が描かれています。鳥取市の歴

史博物館が持っている応仁の乱に関する錦絵です。実

は私、１１月に鳥取で講演したのですが、その時に鳥

取市歴史博物館の方とお話ししたのですけれど、最近

この絵の問い合わせが非常に増えていて、写真を使わ

せてもらえないかという問い合わせが沢山有って、急

に有名になったということです。 

もう一つは、これも江戸時代のものですが、国立国

会図書館が持っている『本朝百人武将伝』（図２）とい

って、つまり日本の有名な武将を百人集めて、その人

たちの紹介や説明をしている本ですが、その日本を代

表する有名な武将百人の中の一人として、山名宗全が

選ばれていて、宗全の絵が描かれています。 

しかし、何れの絵も江戸時代に描かれたもので、山

名宗全その人本人を見て描いたものでは無いので、当

然、想像で描いているのですが、江戸時代の人から見ても山名宗全という人は非常に強面

な、ちょっと悪い感じの人というイメージであったことが分かるかと思います。 

『塵塚物語』の逸話「山名宗全、或る大臣と問答の事」 

そのほかに、宗全の人物像を物語るエピソードとして有名なのは、お手元の資料の最初

のページに載せましたが、『塵塚物語』という史料に書かれたものです。戦国時代の天文

２１（１５５２）年に作られた本なので、これも応仁の乱の勃発から９０年近く経ってか

ら書かれた本ですが、全６巻６５話の一番最後に山名宗全に関するエピソードが載ってい

ます。 

それは、「山名宗全、或大臣と問答の事」というエピソードですが、 
 

「山名金吾入道宗全、いにし大乱の比をひ、或大臣家にまいりて、当代乱世にて、

諸人これにくるしむなど、さまざまものがたりして侍りける折ふし、亭の大臣ふる

き例をひき給ひて、さまざまかしこく申されけるに、宗全たけくいさめる者なれば、

 

図 1：山名宗全細川勝元確執の図 
（鳥取市歴史博物館蔵） 

 

図 2：『本朝百人武将伝』 
（国立国会図書館蔵） 
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臆したる気色もなく申侍るは、『君のおほせ事、一往はきこへ侍れど、あながちそ

れに乗じて例をひからせらるる事しかるべからず。凡そ例といふ文字をば、向後は

時といふ文字にかへて御心えあるべし。それ一切の事はむかしの例にまかせて何々

を張行あるといふ事、此宗全も少々はしる所也…（中略）凡そ例と云は其時が例也。

大法不易、政道は例を引て宜しかるべし。其外の事、いささかにも例をひかるる事

心えず、一概に例になづみて、時を知らざるゆへに、あるひは衰微して門家とぼし

く、あるひは官位のみ競望して其知節をいはず、此くの如くして終に武家に恥かし

められて、天下うばはれ媚をなす。若しゐて古来の例の文字を今沙汰せば、宗全ご

ときの匹夫、君に対して此くの如く同輩の談をのべ侍らんや、是はそも古来いづれ

の代の例ぞや、是則時なるべし…（中略）いまよりのちはゆめゆめ以てこころなき

ゑびすにむかひて、我方の例をのたまふべからず。もし時をしり給はば、身不肖な

りと云ども宗全がはたらきを以て尊主君公みな扶持したてまつるべし』と苦々しく

申ければ、彼大臣も閉口ありて、はじめ興ありつる物がたりも、皆いたづらに成け

るとぞ、つたえきゝ侍し、是か非か」 

（『塵塚物語』） 

≪大意≫ 

山名宗全は応仁の乱の頃にある大臣の邸に行って、昨今世が乱れている事について

語った事が有って、大臣の方は「昔はこんな事が有った。」「あんな事が有った」

「昔の例によればこうだった」と色々と賢く語ったが、それに対して宗全は、まあ、

あなたの言っていることも分かる。しかし、たしかに一理あるのだけれども、昔は

こうだったというのは良くない。これからは昔の「例」ではという言葉に代えて、

「時」という言葉を使いなさい。「例」と言ってもそれは其の時の例で、昔の例が

今の世の中にそのまま通用するという事では無い。あくまで其の時の例であって、

時代が変わって社会が変わったら、そんな物は意味が無くなるのだ。だから例にば

かり拘るべきでは無い。あなたたち、即ち公家貴族たちはそう言った時代の変化と

いうものをきちんと認識せずに例にばかりとらわれていたから、武士に天下を取ら

れてしまったのでしょう。そもそも私（山名宗全）のような身分賎しき武士が、大

臣と対等に語り合うということが昔は有りましたか。そんな例は無いでしょう。こ

れこそが時というものです。もう例に拘るのは、やめるべきです。あなたが現実を

見て、今現在の世の中の流れに適応しようとするなら、わたくし宗全があなたをお

助けしましょう。と言って、完全に大臣の方がやり込められてしまい、大臣は黙り

こくってしまった。 

これは有名な逸話でご存じの方も多いですが、ここで描かれている宗全は、昔の例やし

きたり、秩序やルール等はどうでもよく、今現在の時代に適応することが大事であり、旧

来のしきたりに縛られない変革者のイメージが強く出ています。 

勿論、これは宗全が死んでから何十年も経ってから出来た本に書いてある話なので、こ

れが本当の話かどうかは分からないのですが、少なくともこの本が成立した戦国時代の人

たちは、山名宗全というのは旧来のしきたりとかルールに拘らない人だと思っていた。 

「赤入道」 

もう少し宗全が生きていた時代に近いもので、山名宗全についてどのように言っている

かというと、資料にあるように宗全は「赤入道」とあだ名されていたようです。 

『続郡書類従』の「山名系図」には、 

「宗全の面色、甚だ赤し。世人呼んで曰く、赤入道」 

というように書いてある。それから、応仁の乱について書かれた軍記物である『応仁別

記』の中では、細川方が山名の邸に矢文を打ち込んで山名を挑発するのですが、その文面
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